
 

 
  

 

    

～基本技術を徹底し健苗育成を！～ 

１ 催芽 
・催芽は３０℃で１８～２４時間を基本とします

が、浸種条件によりばらつきがあります。伸びすぎ

ないよう、必ず芽の長さを確認しましょう。 

〔循環式催芽器の場合〕 

・同時にタフブロックによる種子消毒を行う場合

は浸漬時間を 24時間としましょう。 

〔蒸気式育苗器の場合〕 

・催芽を均一にするため、種籾は袋に詰めすぎないようにし、均一に広げ、 

７～８時間に１回の割合で籾袋を反転させましょう。 

２ 播種・出芽 
・育苗箱への床土や覆土の充填は下図を目安としましょう。 

 

 

 

 

 

 

・播種量は箱当り乾籾１２０ｇ（催芽籾で１５０ｇ）とし、厚まきやムラまきに    

ならないようにしましょう。 

・育苗器内の加温処理は３０℃で６０時間程度を目安とし、芽の長さが１０mm 

程度になるまで行いましょう。 

３ 搬出後の管理  
表 搬出後の温度と水管理の目安 

 

 

 

 

 

 

 緑 化 期 硬 化 期 

ハウス内の 

温度管理 

昼間 ２８℃以下 ２５℃以下 

夜間 １０℃以上 

水管理 
かん水過多に注意 

水不足による葉ヤケに

注意 

原則、朝１回 
(但し､日中床土が乾いた

場合は適宜十分かん水) 
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今後の気温は、平年より高い傾向が続くと見込まれます。高温や多湿に注意し、

こまめな育苗管理に努めましょう。 

 

 

ょう。 

 

水稲・育苗 

床土 18mm

種籾 2mm

覆土 5mm

苗箱の深さ
30mm

隙間 5mm 苗箱上部との隙間 （ ５㎜）に  

かん水時の水が一旦溜まること

で培土への吸水量が増加し、 

乾きにくくなります。 

適正<ハト胸から２mm程度> 

伸びすぎ 

伸長不足 

写真 催芽完了の目安 

【慣行苗の例】 

換気の徹底を！ 
曇 り の 日 で も   

日差しがある場合

は温度が上がりや

すいので要注意。 
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（１）搬出直後（緑化期）の管理 
・搬出後のかん水は、寒冷紗をかける前に覆土を
落ち着かせる程度とし、葉ヤケを防ぎましょう。 

ただし、低温時はかん水を控えましょう。 

・緑化中でも高温になる場合は、苗に風が直接当
たらないよう風下側を開けて換気を行いましょう。 

・第２葉の先端が寒冷紗の上に出てきたら寒冷紗

を取り除きましょう。 

表 寒冷紗の被覆期間の目安【慣行苗】 

 

 

 

・搬出後に低温状態（５℃前後）が続く場合は、ムレ苗の予防と発根促進を 

 兼ねてナエファインフロアブルを散布しましょう（営農とくらし 44ページ参照）。 

※カビが見られた場合は、営農指導員、普及指導員にご相談ください。 

（２）育苗後半（硬化期）の管理 
・かん水は原則早朝１回とし、フェーン現象等で乾きが激しい場合は必要
に応じてかん水しましょう。 
・田植えの７日前からは昼夜ともに換気し、十分外気に慣らしましょう。 
ただし、強風が予想される場合は早めにビニールを閉じましょう。 

 

 

１ 湛水直播の播種床の準備(ｶﾙﾊﾟｰは覆土できる硬さに調整) 
・代かき時の水は少なめとし、練りすぎないようにしましょう（特にほ場の枕地）。 
・代かきから播種までの日数は黒ボク土で２～３日、粘質土で４～５日としましょう。 
・播種時に田面が軟らかすぎる場合は、落水状態をしばらく継続し、田面が硬すぎ
る場合は入水し、適正な土壌硬度の確保に努めましょう。 

※土壌硬度の目安は営農とくらし 75ページを参照してください。 

 

 

 
 

 

 
 

                  

 

品種 寒冷紗の被覆期間 留意点 

早生 ３～５日間 伸びづらい品種（早生、てんこもり）は、搬出直後から

３日程度は２重掛けとし、夜温を高く保つためハウスを 

閉める時間は午後３時など温かい時間としましょう。 
中生 ２～３日間 

晩生 ３～４日間 

図 寒冷紗を取る目安

≫ 

水稲・直播 

第１葉までの長さ 

３～３.５cm 

寒冷紗の除去が遅れると  

徒長苗になります。 

土壌診断結果の概要 

ＪＡ福光では、令和４年秋に管内 254ほ場で土壌診断を実施しました。 

診断結果 

・有効態珪酸は目標値以下の地区が多くなって 

います。 

・有効態リン酸、置換性加里は全地区で目標値以上 

 となっています。 

今後の対応 

・基肥の施用量は現在の基準から変更はありません。 

・珪酸質資材は毎年、確実に規定量以上を施用 

しましょう 

・有効態リン酸は目標を達成している地点が多い 

ため、リン酸分が少ない土壌改良資材の検討等 

を行う予定です。 

地区 ｐH
腐植
（％）

有効態
珪酸

(mg/100g)

有効態
リン酸

(mg/100g)

置換性
加里

(mg/100g)

石黒 6.2 3.9 37.9 20.4 26.8

広瀬 6.1 3.5 45.4 26.5 36.3

広瀬舘 6.0 4.0 36.8 34.3 34.6

西太美 5.9 3.5 32.4 29.3 27.3

太美山 5.9 3.4 30.2 24.7 20.4

東太美 5.9 6.3 28.6 31.9 30.3

吉江 5.9 5.3 31.1 38.0 20.8

北山田 6.1 5.9 39.6 26.4 23.5

山田 5.9 9.9 28.3 28.0 27.7

南蟹谷 5.8 1.8 40.5 16.5 25.9

福光 5.7 6.8 30.5 29.3 27.4

平均 6.0 5.3 34.4 28.3 27.2

目標値 6.0 3.0 40.0 15.0 20.0
※目標値は洪積土壌で有効態珪酸はリン酸吸収係数1000～1500の目標値


